
いちごドリルプリント

運動とエネルギー 名前

問1 摩擦や空気抵抗を無視できる環境において、おもりを糸でつるした振り子を一定の高さから静かに放しました。おもりが最下点を通過する途中
で、糸が支点の真下にある釘に当たり、そこから釘を新たな支点としておもりが振れました。このとき、釘に当たった後のおもりが到達する最
高の高さについて、正しい説明を選びなさい。 （2016年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 糸が釘に当たった際の衝撃でエネ
ルギーを失うため、放したときより
低い位置までしか上がらない

2. 放したときと同じ高さまで上がる 3. 釘の位置が低ければ低いほど、放
したときよりも高い位置まで上がる

4. 回転半径が小さくなることでおも
りの勢いが増し、放したときより高
い位置まで上がる

問2 物体が斜面を滑り降りる運動において、スタート地点の高さと、下りきった水平面での速さの関係について述べた文として、科学的に正しい説
明を選びなさい。 （2017年 愛媛県公立入試 類似）

1. 水平面での速さは、斜面の距離が
長いほど、物体が加速し続けること
ができるため大きくなる。

2. 水平面での速さは、斜面の傾きが
急であるほど、位置エネルギーが急
激に変化するため大きくなる。

3. 水平面での速さは、物体を滑らせ
始める高さのみによって決まり、斜
面の傾きには影響されない。

4. 水平面での速さは、物体の高さに
かかわらず、斜面を下る際にかかる
重力の大きさによって決まる。

問3 200gの物体を直接10cm引き上げるのに必要な仕事は0.2Jです。これに対し、動滑車を1つ使って同じ物体を10cm引き上げる場合を考えます。
このとき、ひもを引く力は1Nで済みますが、物体を10cm上昇させるために必要な「ひもを引く距離」と、その際の「仕事の大きさ」の組み合
わせとして適切なものはどれですか。ただし、滑車の重さや摩擦は考えないものとします。 （2020年 高知県公立入試 類似）

1. ひもを引く距離：5cm、仕事の大
きさ：0.2J

2. ひもを引く距離：20cm、仕事の
大きさ：0.2J

3. ひもを引く距離：10cm、仕事の
大きさ：0.1J

4. ひもを引く距離：20cm、仕事の
大きさ：0.4J

問4 周波数が60Hzの記録タイマーを用いて、糸でおもりに引かれた力学台車の運動を記録した。テープ上の任意の基準点から数えて6打点目までの
長さを定規で測ったところ、15cmであった。この0.1秒間における台車の平均の速さは何cm/sか求めなさい。 （2024年 兵庫県公立入試 類似）

1. 1.5cm/s 2. 150cm/s 3. 9cm/s 4. 90cm/s

問5 等速直線運動をしている物体において、その運動の状態と力に関係する説明として、科学的に最も正しいものはどれですか。 （2023年 岩手県公立入試

類似）

1. 進行方向とは逆向きに一定の大き
さの力が加わり続けている

2. 進行方向に一定の大きさの力が加
わり続けている

3. 物体の質量が時間とともに減少し
ている

4. 物体にはたらく力がつり合ってい
るか、力がはたらいていない

問6 100gの物体にはたらく重力の大きさを1Nとしたとき、質量300gの物体を、ゆっくりと一定の速さで2mの高さまで真上に持ち上げました。こ
のとき、物体を持ち上げる力がした仕事の大きさはいくらですか。 （2014年 北海道公立入試 類似）

1. 3J 2. 600J 3. 6J 4. 0.6J

問7 摩擦のない滑らかな斜面上の最も高い地点エーに小球を置き、静かに手を離して転がしました。小球が斜面を下り、地点エーよりも高さが低い
地点ビーを通過する瞬間のエネルギーの変化について、正しく説明しているものはどれですか。 （2014年 神奈川県公立入試 類似）

1. 高さが低くなるため位置エネルギ
ーが減少し、その分、運動エネルギ
ーが増加する

2. 位置エネルギーと運動エネルギー
の和が、地点エーにいたときよりも
大きくなる

3. 高さが低くなるため位置エネルギ
ーが増加し、その分、運動エネルギ
ーが減少する

4. 速さが増すため運動エネルギーが
増加し、それに伴って位置エネルギ
ーも増加する

問8 物体が高い位置から斜面を滑り落ちていくとき、エネルギーの変換と速さの関係について述べた文として、科学的に最も適切なものはどれか。
（2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 位置エネルギーの減少量は、物体
の移動した道のりの長さに依存する
ため、同じ高さからでも斜面が長い
ほど大きな運動エネルギーが得られ
る。

2. 斜面の傾きを緩やかにすると、位
置エネルギーがすべて運動エネルギ
ーに変わる前に物体が止まってしま
うため、最終的な速さは遅くなる。

3. 物体の速さは、移動した斜面の距
離に比例して大きくなるため、傾き
が緩やかで距離が長い斜面ほど速く
なる。

4. 斜面を下るにつれて位置エネルギ
ーが運動エネルギーに移り変わるた
め、物体の速さは次第に速くなる。

問9 垂直な高さが5cmの地点から台車を静かに離し、斜面を下りきったときの速さを測定しました。次に、斜面の角度を2倍に変更し、再び同じ垂直
な高さ5cmの地点から台車を離しました。このとき、測定される速さはどのようになりますか。 （2024年 山梨県公立入試 類似）

1. 最初の実験で測定された速さと同
じになる

2. 垂直な高さが10cmになったとき
と同じ速さになる

3. 最初の実験で測定された速さの半
分になる

4. 最初の実験で測定された速さの2
倍になる

問10 物体の位置エネルギーと高さの関係を調べる実験において、水平な床から10cm、20cm、30cmと小球の高さを変えて、木片に衝突させたとき
の移動距離を測定した。この実験結果から導き出される、水平な区間を移動中の小球の位置エネルギーに関する記述として、最も適切なものは
どれか。 （2022年 長崎県公立入試 類似）

1. 水平な区間では重力が働かないた
め、位置エネルギーはゼロになる

2. 水平な区間では速度が上がるため
、位置エネルギーも増加する

3. 水平な区間では摩擦によって高さ
が維持されていても、位置エネルギ
ーは減少する

4. 水平な区間では高さが変化しない
ため、位置エネルギーは一定である

問11 斜面を下る物体の運動を記録タイマーで記録したところ、時間の経過とともに打点の間隔が一定の割合で広くなっていくことがわかりました。
このように物体の速さが変化する理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 運動の向きに、重力の分力が徐々
に大きくなりながらはたらいている
ため

2. 運動の向きに、重力の分力が一定
の大きさではたらき続けているため

3. 斜面を下るにつれて、物体にはた
らく重力そのものが大きくなるため

4. 物体が動き始めたときに加わった
力が、そのまま残っているため

問12 斜面Xから滑り降りた物体が、摩擦のある水平面ABのちょうど真ん中にある点Cを通過する瞬間の様子について、エネルギーの観点から考察した
とき、適切な記述はどれか。 （2022年 岐阜県公立入試 類似）

1. 点Cを通過する瞬間、物体にはた
らく摩擦力と物体の移動方向が一致
するため、仕事によって運動エネル
ギーが蓄積される

2. 点Cは水平面の中点であり、物体
にはたらく重力の大きさが変化しな
いため、力学的エネルギーは点Aから
点Cまで一定に保たれている

3. 点Aから点Cまで移動する間に、摩
擦による仕事によって力学的エネル
ギーが減少しているため、点Cでの速
さは点Aのときより遅くなっている

4. 点Cにおいて摩擦による熱エネル
ギーの発生が最大となるため、物体
の持つ運動エネルギーは一時的に増
加し、12.4cmの高さまで一気にのぼ
る勢いを得る


